








はじめに 

現在の 6疾患を対象とした新生児マススクリーニングに新しい疾患を組み入れる場合には,

現行のマススクリーニング体系に混乱なく受け入れられるものでなければならない。本年

度は検査センター(58 年度),産科医療機関(59年度)に実施した「現行マススクリ一ニング

の実態と将来へ向けての意識」のアンケート調査の結果を踏まえ,また神奈川県における現

況分析をもとに,新しい疾患の追加を前提としたマススクリーニングシステムのあり方に

ついて総括的な検討を行った。 


